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埼玉県教育委員会発行 編集 公益財団法人 埼玉県埋蔵文化財調査事業団

埼玉県収蔵埋蔵文化財保存活用事業

令和 7 年３月作成

埼玉県マスコット「コバトン」「さいたまっち」

埼玉県内で見つかった

土器・石器・埴輪本物の

無料で貸し出します！無料で貸し出します！



学習用キットは、埼玉県内で発掘された本物の

埋蔵文化財（土器・石器・埴輪など）を使って郷

土の学習をより深めるための貸出教材です。

学習の目的に合わせて時代や地域などの多様な

セットから選べます。

本物の土器や石器、埴輪などに私たちの先祖が

残した様々な生活の跡が見てとれます。レプリカ

では味わえない感動を体験してください。

学習用キットとは

テーマ別セット
道具の種類や使われ方などテーマごとのセットになっています。

体験セット
火おこしや黒曜石の切れ味などを体験できるセットになっています。

歴史と民俗の博物館  常備セット
さいたま市大宮区の県立歴史と民俗の博物館で貸出しをしているセットです。

補足資料
さらに学習を深めるための補足として、出土した貝がらや種子をセットにしています。

東部・西部・南部（さいたま市含む）・北部に分けて、それぞれ
の市町村の遺跡ごとのセットになっています。地域別セット
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市町村別索引
市町村名 セット名 遺跡名

あ

上尾市 南部17 稲荷台遺跡 … 11

歴民02 中井遺跡 … 22

伊奈町 南部15 大山遺跡 … 11

南部16 向原遺跡 … 11

南部18 大山遺跡 … 11

小川町 西部27 耕地遺跡 … 8

桶川市 歴民01 諏訪野遺跡 … 22

歴民02 諏訪野遺跡 … 22

か

春日部市 東部10 花積貝塚 … 2

東部11 花積貝塚 … 2

東部12 八木崎遺跡 … 2

加須市 東部05 修理山遺跡 … 1

東部06 飯積遺跡 … 1

東部07 飯積遺跡 … 2

東部08 水深遺跡 … 2

東部09 水深遺跡 … 2

補足04 小沼耕地遺跡 … 23

上里町 北部07 中堀遺跡 … 13

北部08 中堀遺跡 … 13

北部09 中堀遺跡・耕安地遺跡 … 13

歴民06 中堀遺跡 … 22

川越市 西部01 上組Ⅱ遺跡 … 4

西部02 鶴ヶ丘遺跡 … 4

西部03 上組Ⅱ遺跡 … 4

西部04 上組Ⅱ遺跡 … 4

西部05 鶴ヶ丘遺跡 … 4

行田市 東部01 築道下遺跡 … 1

東部02 小敷田遺跡 … 1

東部03 愛宕通遺跡 … 1

久喜市 東部13 栗橋宿跡 … 3

熊谷市 北部11 諏訪木遺跡 … 13

北部12 諏訪木遺跡 … 13

北部13 北島遺跡 … 14

北部14 下田町遺跡 … 14

北部15 下田町遺跡 … 14

北部16 飯塚北遺跡 … 14

北部17 西原遺跡 … 14

鴻巣市 南部12 赤城遺跡 … 10

南部13 中三谷遺跡 … 11

南部14 中三谷遺跡 … 11

さ

さいたま市 南部01 西原遺跡 … 9

南部02 神明遺跡 … 9

南部03 明花向遺跡 … 9

南部04 明花向遺跡 … 9

南部05 明花向遺跡 … 9

南部06 関東遺跡 … 9

南部07 西原遺跡 … 10

南部08 中里前原北遺跡 … 10

歴民03 中里前原遺跡 … 22

ページ 市町村名 セット名 遺跡名

坂戸市 西部07 花影遺跡 … 5

西部08 中耕遺跡 … 5

西部09 桑原遺跡 … 5

西部10 山田遺跡 … 5        
西部11 桑原A遺跡 … 5

狭山市 西部06 西久保遺跡 … 4

杉戸町 東部17 木津内貝塚 … 3

補足02 木津内貝塚 … 23

た

秩父市 補足03 姥原遺跡 … 23

戸田市 南部09 鍛冶谷・新田口遺跡 … 10

南部10 鍛冶谷・新田口遺跡 … 10

は

蓮田市 東部14 ささら遺跡 … 3

東部15 荒川附遺跡 … 3

東部16 ささら遺跡 … 3  
補足01 宿上貝塚 … 23  

羽生市 東部04 屋敷裏遺跡 … 1

東松山市 西部14 岩の上遺跡 … 6

西部15 岩の上遺跡 … 6

西部16 舞台遺跡 … 6

西部17 代正寺遺跡 … 6

西部18 代正寺遺跡 … 6

西部19 玉太岡遺跡 … 7

西部20 根平遺跡 … 7

西部21 舞台遺跡 … 7

西部22 駒堀遺跡 … 7

西部23 玉太岡遺跡 … 7

西部24 桜山古墳群 … 7

西部25 銭塚遺跡 … 8

西部26 山王裏遺跡 … 8

日高市 西部12 宿東遺跡 … 5

深谷市 北部18 出口遺跡・島之上遺跡 … 14

北部19 四反歩遺跡 … 15

北部20 上敷免遺跡 … 15

北部21 森下遺跡 … 15

北部22 熊野遺跡 … 15

北部23 竹之花遺跡 … 15

本庄市 北部01 古井戸遺跡 … 12

北部02 下田遺跡 … 12

北部03 倉林後遺跡 … 12

北部04 後張遺跡 … 12

北部05 古川端遺跡 … 12

北部06 古川端遺跡 … 12

歴民04 今井川越田遺跡 … 22

歴民05 今井川越田遺跡 … 22

ま

美里町 北部10 広木上宿遺跡 … 13

毛呂山町 西部13 まま上遺跡 … 6

や

寄居町 北部24 末野遺跡 … 15

わ

和光市 南部11 花ノ木遺跡 … 10

ページ
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地域別セット〈 東 部 〉

3

築
つき

道
みち

下
した

遺跡
古墳時代行田市

東部 01 5

小
こ

敷
しき

田
だ

遺跡

屋
や

敷
しき

裏
うら

遺跡

飯
いい

積
づみ

遺跡

古墳時代

古墳時代

古墳時代

行田市

羽生市

加須市

東部 02

東部 06

1

4

4

愛
あたごどおり

宕通遺跡

修
しゅ

理
り

山
やま

遺跡

平安時代

縄文時代

行田市

加須市

東部 03

東部 05

7

1

東部 04



地域別セット〈 東 部 〉
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4

飯
いい

積
づみ

遺跡
古墳時代加須市

東部 07 5

水
みず

深
ぶか

遺跡

花
はな

積
づみ

貝
かい

塚
づか

八
や

木
ぎ

崎
さき

遺跡

奈良時代

縄文時代

奈良時代

加須市

春日部市

春日部市

東部 08

東部 12

5

1

6

水
みず

深
ぶか

遺跡

花
はな

積
づみ

貝
かい

塚
づか

奈良・平安時代

縄文時代

加須市

春日部市

東部 09

東部 11

4

1

東部 10



地域別セット〈 東 部 〉
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5

栗
くり

橋
はし

宿
しゅく

跡
あと

江戸時代久喜市

東部 13 7

ささら遺跡

ささら遺跡

縄文時代

古墳時代

蓮田市

蓮田市

東部 14 4

4

荒
あら

川
かわ

附
づけ

遺跡

木
き

津
づ

内
うち

貝
かい

塚
づか

古墳時代

縄文時代

蓮田市

杉戸町

東部 15

東部 17

3

1

東部 16



番 

号

番 

号

番 

号

番 

号

番 

号

番 

号

名 

称

名 
称

名 

称

名 
称

名 

称

名 

称

点 

数

点 
数

点 

数

点 
数

点 

数

点 

数

地域別セット〈 西 部 〉

6

上
かみ

組
ぐみ

Ⅱ
に

遺跡
縄文時代川越市

西部 01 2

鶴
つる

ヶ
が

丘
おか

遺跡

上
かみ

組
ぐみ

Ⅱ
に

遺跡

西
にし

久
く

保
ぼ

遺跡

弥生時代

古墳時代

平安時代

川越市

川越市

狭山市

西部 02

西部 06

2

3

7

上
かみ

組
ぐみ

Ⅱ
に

遺跡

鶴
つる

ヶ
が

丘
おか

遺跡

弥生時代

奈良・平安時代

川越市

川越市

西部 03

西部 05

4

7

西部 04
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7

花
はな

影
かげ

遺跡
縄文・弥生時代坂戸市

西部 07 ４

中
なか

耕
こう

遺跡

山
やま

田
だ

遺跡

宿
しゅく

東
ひがし

遺跡

古墳時代

奈良・平安時代

縄文時代

坂戸市

坂戸市

日高市

西部 08

西部 12

3

6

1

桑
くわ

原
はら

遺跡

桑
くわはらえー

原 A 遺跡

古墳時代

平安時代

坂戸市

坂戸市

西部 09

西部 11

3

1

西部 10
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番 

号

番 

号

番 

号

番 

号

番 

号

番 

号

名 

称

名 
称

名 

称

名 
称

名 

称

名 

称

点 

数

点 
数

点 

数

点 
数

点 

数

点 
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8

まま上
うえ

遺跡
縄文時代毛呂山町

西部 13 1

岩
いわ

の上
うえ

遺跡

舞
ぶ

台
たい

遺跡

代
だい

正
しょう

寺
じ

遺跡

縄文時代

古墳時代

弥生時代

東松山市

東松山市

東松山市

西部 14

西部 18

3

3

1

岩
いわ

の上
うえ

遺跡

代
だい

正
しょう

寺
じ

遺跡

縄文時代

弥生時代

東松山市

東松山市

西部 15

西部 17

3

1

西部 16
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9

玉
たま

太
ふと

岡
おか

遺跡
弥生時代東松山市

西部 19 3

根
ね

平
だいら

遺跡

駒
こま

堀
ぼり

遺跡

桜
さくら

山
やま

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

弥生・古墳時代

古墳時代

古墳時代

東松山市

東松山市

東松山市

西部 20

西部 24

7

7

2

舞
ぶ

台
たい

遺跡

玉
たま

太
ふと

岡
おか

遺跡

古墳時代

古墳時代

東松山市

東松山市

西部 21

西部 23

11

5

西部 22
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10

銭
ぜに

塚
づか

遺跡
奈良時代東松山市

西部 25 10

山
さん

王
のう

裏
うら

遺跡
平安時代東松山市

西部 26 7

耕
こう

地
ち

遺跡
平安時代小川町

西部 27 5
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地域別セット〈 南 部 〉

11

西
にし

原
はら

遺跡
縄文時代さいたま市

南部 01 ２

神
しん

明
めい

遺跡

明
みょう

花
ばな

向
むかい

遺跡

関
かん

東
とう

遺跡

縄文時代

弥生時代

弥生時代

さいたま市

さいたま市

さいたま市

南部 02

南部 06

4

1

1

明
みょう

花
ばな

向
むかい

遺跡

明
みょう

花
ばな

向
むかい

遺跡

縄文時代

弥生時代

さいたま市

さいたま市

南部 03

南部 05

3

1

南部 04



地域別セット〈 南 部 〉
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点 

数

12

西
にし

原
はら

遺跡
弥生時代さいたま市

南部 07 2

中
なか

里
ざと

前
まえ

原
はら

北
きた

遺跡

鍛
か

冶
じ

谷
や

・新
しん

田
でん

口
ぐち

遺跡

赤
あか

城
ぎ

遺跡

弥生時代

古墳時代

縄文時代

さいたま市

戸田市

鴻巣市

南部 08

南部 12

1

1

4

鍛
か

冶
じ

谷
や

・新
しん

田
でん

口
ぐち

遺跡

花
はな

ノ
の

木
き

遺跡

古墳時代

平安時代

戸田市

和光市

南部 09

南部 11

6

6

南部 10
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13

中
なか

三
さん

谷
や

遺跡
縄文時代鴻巣市

南部 13 3

中
なか

三
さん

谷
や

遺跡

向
むかい

原
はら

遺跡

大
おお

山
やま

遺跡

古墳・奈良時代

弥生時代

古墳時代

鴻巣市

伊奈町

伊奈町

南部 14

南部 18

5

5

2

大
おお

山
やま

遺跡

稲
いな

荷
り

台
だい

遺跡

縄文時代

古墳時代

伊奈町

上尾市

南部 15

南部 17

2

1

南部 16
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地域別セット〈 北 部 〉

14

古
ふる

井
い

戸
ど

遺跡
縄文時代本庄市

北部 01 1

下
しも

田
だ

遺跡

後
ご

張
ばり

遺跡

古
ふる

川
かわ

端
ばた

遺跡

古墳時代

古墳時代

平安時代

本庄市

本庄市

本庄市

北部 02

北部 06

8

3

5

倉
くら

林
ばやし

後
うしろ

遺跡

古
ふる

川
かわ

端
ばた

遺跡

古墳時代

奈良時代

本庄市

本庄市

北部 03

北部 05

5

5

北部 04



地域別セット〈 北 部 〉
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数

点 

数

点 
数

点 

数

点 

数

15

中
なか

堀
ぼり

遺跡
平安時代上里町

北部 07 9

中
なか

堀
ぼり

遺跡

広
ひろ

木
き

上
かみ

宿
じゅく

遺跡

諏
す わ の

訪木
き

遺跡

平安時代

古墳時代

縄文時代

上里町

美里町

熊谷市

北部 08

北部 12

11

7

3

中
なか

堀
ぼり

遺跡・耕
こう

安
あん

地
ち

遺跡

諏
す わ の

訪木
き

遺跡

平安時代

縄文時代

上里町

熊谷市

北部 09

北部 11

9

3

北部 10



地域別セット〈 北 部 〉
番 

号

番 

号

番 

号

番 

号

番 

号

番 

号

名 

称

名 
称

名 

称

名 
称

名 

称

名 

称

点 

数

点 
数

点 

数

点 
数

点 

数

点 

数

16

北
きた

島
じま

遺跡
古墳時代熊谷市

北部 13 7

下
しも

田
だ

町
まち

遺跡

飯
いい

塚
づか

北
きた

遺跡

出
で

口
ぐち

遺跡・島
しま

之
の

上
うえ

遺跡

古墳時代

平安時代

縄文時代

熊谷市

熊谷市

深谷市

北部 14

北部 18

4

7

2

下
しも

田
だ

町
まち

遺跡

西
にし

原
はら

遺跡

平安時代

平安時代

熊谷市

熊谷市

北部 15

北部 17

4

4

北部 16



地域別セット〈 北 部 〉
番 

号

番 

号

番 

号

番 

号

番 

号

番 

号

名 

称

名 
称

名 

称

名 
称

名 

称

名 

称

点 

数

点 
数

点 

数

点 
数

点 

数

点 

数

17

四
し

反
たん

歩
ぶ

遺跡
弥生時代深谷市

北部 19 3

上
じょう

敷
しき

免
めん

遺跡

熊
くま

野
の

遺跡

末
すえ

野
の

遺跡

古墳時代

奈良時代

奈良・平安時代

深谷市

深谷市

寄居町

北部 20

北部 24

3

8

5

森
もり

下
した

遺跡

竹
たけ

之
の

花
はな

遺跡

古墳時代

平安時代

深谷市

深谷市

北部 21

北部 23

6

5

北部 22



番 

号

番 

号

番 

号

番 

号

番 

号

番 

号

名 

称

名 
称

名 

称

名 
称

名 

称

名 

称

点 

数

点 
数

点 

数

点 
数

点 

数

点 

数

テーマ別セット

18

狩猟の道具①

狩猟の道具③

装身具② 装身具③

装身具①

狩猟の道具②
旧石器時代細

さい

石
せき

刃
じん

・細
さい

石
せき

刃
じん

核
かく

・尖
せん

頭
とう

器
き

・
ナイフ形石器

細
さい

石
せき

刃
じん

・尖
せん

頭
とう

器
き

・ナイフ形
石器

石鏃・スクレイパー・
石
せき

錘
すい

耳飾・勾玉・管玉・
丸玉

耳飾・ガラス小玉・
丸玉・勾玉

耳飾・ガラス小玉・
水晶製切

きり

子
こ

玉
だま

テーマ別 01

テーマ別 03

テーマ別 05 テーマ別 06

テーマ別 04

テーマ別 0213

旧石器時代

縄文・古墳時代

縄文・古墳時代

11

17

6

縄文時代

縄文・古墳時代

23

13



テーマ別セット
番 

号

番 

号

番 

号

番 

号

番 

号

番 

号

名 

称

名 
称

名 

称

名 
称

名 

称

名 

称

点 

数

点 
数

点 

数

点 
数

点 

数

点 

数

19

土偶①

埴輪①

埴輪③ 埴輪④

埴輪②

土偶②
縄文時代

テーマ別 07

テーマ別 09

テーマ別 11 テーマ別 12

テーマ別 10

テーマ別 082

縄文時代

古墳時代

古墳時代

土偶土偶

埴輪（男１・女 1）

埴輪（男３・女２）

3

2

5

古墳時代

古墳時代

埴輪（男 1・女１）

埴輪（男 1・女１）

2

2



テーマ別セット
番 

号

番 

号

番 

号

番 

号

番 

号

番 

号

名 

称

名 
称

名 

称

名 
称

名 

称

名 

称

点 

数

点 
数

点 

数

点 
数

点 

数

点 

数

20

石の道具①

祈りの道具①

伐る・掘る道具① 伐る・掘る道具②

調理の道具

石の道具②
縄文時代

テーマ別 13

テーマ別 15

テーマ別 17 テーマ別 18

テーマ別 16

テーマ別 1413

縄文時代

縄文時代

縄文時代

11

3

7

縄文時代

縄文時代

石
せき

棒
ぼう

・石
せっ

剣
けん

・独
どっ

鈷
こ

石
いし

打製石斧・磨
ま

製
せい

石
せき

斧
ふ

打製石斧・磨
ま

製
せい

石
せき

斧
ふ

8

8

石皿・磨
すり

石
いし

・打製石斧・
磨
ま

製
せい

石
せき

斧
ふ

・石鏃
石皿・磨

すり

石
いし

・打製石斧・
磨
ま

製
せい

石
せき

斧
ふ

・石鏃

石皿（はちのす石）・磨
すり

石
いし

・
敲
たたき

石
いし



テーマ別セット
番 

号

番 

号

番 

号

番 

号

番 

号

番 

号

名 

称

名 
称

名 

称

名 
称

名 

称

名 

称

点 

数

点 
数

点 

数

点 
数

点 

数

点 

数

21

伐る・掘る道具③

硯①

硯③ 祈りの道具②

硯②

お茶の道具
縄文時代

テーマ別 19

テーマ別 21

テーマ別 23 テーマ別 24

テーマ別 22

テーマ別 208

中世

奈良時代～近世

奈良時代

茶
ちゃ

釜
がま

・天
てん

目
もく

茶
ぢゃ

碗
わん

・急須・石
いし

臼
うす

硯

仏
ぶっ

鉢
ぱつ

5

4

1

奈良時代～近世

奈良時代

硯

円
えん

面
めん

硯
けん

4

2

打製石斧・磨
ま

製
せい

石
せき

斧
ふ



テーマ別セット
番 

号

番 

号

番 

号

名 

称

名 
称

名 
称

点 

数

点 
数

点 
数

土
は

師
じ

器
き

甕と須
す

恵
え

器
き

甕
古墳時代

テーマ別 27 ２

甕

22

祈りの道具③ 祈りの道具④
中世

テーマ別 25 テーマ別 261

中世板
いた

碑
び

① 板
いた

碑
び

②

1



体験セット
番 

号

番 

号

番 

号

番 

号

名 

称

名 
称

名 
称

名 

称

点 

数

点 
数

点 
数

点 

数

23

まいきり

縄文施文 拓本

黒曜石
（１セット８本入）

体験 01

体験 03 体験 04

体験 021

天然ガラスの切れ味を試す火をおこす

縄文土器の模様をうつしとる

1

1

縄文土器の模様を再現する

1



番 

号

番 

号

番 

号

番 

号

番 

号

番 

号

名 

称

名 
称

名 

称

名 
称

名 

称

名 

称

点 

数

点 
数

点 

数

点 
数

点 

数

点 

数

歴史と民俗の博物館 常備セット
番 

号

番 

号

番 

号

番 

号

番 

号

番 

号

名 

称

名 
称

名 

称

名 
称

名 

称

名 

称

点 

数

点 
数

点 

数

点 
数

点 

数

点 

数

24

諏
す

訪
わ

野
の

遺跡
縄文時代桶川市

歴民 01 2

中
なか

井
い

遺跡・諏
す

訪
わ

野
の

遺跡

今
いま

井
い

川
かわ

越
ごえ

田
だ

遺跡

中
なか

堀
ぼり

遺跡

縄文時代

古墳時代

平安時代

上尾市・桶川市

本庄市

上里町

歴民 02

歴民 06

2

3

7

中
なか

里
ざと

前
まえ

原
はら

遺跡

今
いま

井
い

川
かわ

越
ごえ

田
だ

遺跡

弥生時代

古墳時代

さいたま市

本庄市

歴民 03

歴民 05

3

5

歴民 04



補足資料
番 

号

番 

号

番 

号

番 

号

名 

称

名 
称

名 
称

名 

称

補足 03 補足 04

25

縄文時代

補足 01 補足 02

縄文時代
貝がら
蓮田市  宿

しゅく
上
がみ

貝
かい

塚
づか

秩父市  姥
うば

原
はら

遺跡

杉戸町  木
き

津
づ

内
うち

貝
かい

塚
づか

加須市  小
こ

沼
ぬま

耕
ごう

地
ち

遺跡

貝がら

桃のタネ
縄文時代 中世

クルミ



ガイド
外枠 8ｍｍ
内枠 10ｍｍ 学習用キットの

組み合わせで、
こんな授業を
行うことができます

学習用キットの
組み合わせで、
こんな授業を
行うことができます

学習用キットの
組み合わせで、
こんな授業を
行うことができます

学習用キットの
組み合わせで、
こんな授業を
行うことができます

効果効果

資料は大切な国民的財産です。
丁寧に扱ってください。

ナベの歴史
同じ使い方なのにどうして形がちがうのか考える

ナベの歴史を通じ、工夫の積み重ねが現代のくらしに
つながっていると知ることができる

・厚い・重い

・熱を逃しにくい形状（キャ
リパー形土器）

・側面に火が当たる

縄文時代 弥生時代 古墳時代

机に布を敷くと
安全に扱うことができます。

1

・薄い・軽い・丸い

・底に台が付いている

・丸い底に火の先端が直接当
たる

・対流が起こる丸い形状

・文様がなく機能を重視

・底に穴が開いた土器（甑）の普及

・カマドの普及

・蒸し料理が広く作られるように
なった

特 　徴 特 　徴

特 　徴

古墳時代の土器は３点を組み合わ
せて使います。

実際には重ねないでください

こしき

埼玉県マスコット「コバトン」

深鉢
ふかばち

台付甕
だいつきがめ

甑
こしき

甕
かめ

支脚
しきゃく

熱
を
受
け
る

26



平安時代奈良時代

古墳時代弥生時代

縄文時代

江戸時代（近世）中　世

効果効果

各時代にどんなものがあったのか考える
各時代の特徴や人々の生活を考えることができる

時代と文化の
特 徴

2

クイズ形式にしてそれぞれの資料が何時代のものなのか考えます。

昔の道具がどのように使われていたのかを考えます。

異なる時代の資料を比較して、異なる点を考えます。

道具の変化から、現代までの生活の流れを学びます。

縄文土器

石皿と磨石

敲石

土偶

切目石錘

石鏃

たたきいし

すりいし

は じ き

せきぞく

どぐう

耳飾きりめせきすい

磨製石斧
ませいせきふ

打製石斧
だせいせきふ

弥生土器

仏鉢

土師器

は じ き

す え き

土師器と

　　　須恵器

りょくゆうとうき

緑釉陶器

かいゆうとうき

灰釉陶器

はにわ

埴輪

装身具
ガラス小玉
丸玉・勾玉

硯
すずり

甕
かめ

皿
さら

徳利
とっくり 土瓶

どびん

水注
すいちゅう

板碑
いたび

茶釜
ちゃがま

急須
きゅうす

天目茶碗
てんもくぢゃわん

埼玉県マスコット「さいたまっち」

27



平安時代奈良時代

古墳時代弥生時代

縄文時代

江戸時代（近世）中　世

効果効果

各時代にどんなものがあったのか考える
各時代の特徴や人々の生活を考えることができる

時代と文化の
特 徴

2

クイズ形式にしてそれぞれの資料が何時代のものなのか考えます。

昔の道具がどのように使われていたのかを考えます。

異なる時代の資料を比較して、異なる点を考えます。

道具の変化から、現代までの生活の流れを学びます。

縄文土器

石皿と磨石

敲石

土偶

切目石錘

石鏃

たたきいし

すりいし

は じ き

せきぞく

どぐう

耳飾きりめせきすい

磨製石斧
ませいせきふ

打製石斧
だせいせきふ

弥生土器

仏鉢

土師器

は じ き

す え き

土師器と

　　　須恵器

りょくゆうとうき

緑釉陶器

かいゆうとうき

灰釉陶器

はにわ

埴輪

装身具
ガラス小玉
丸玉・勾玉

硯
すずり

甕
かめ

皿
さら

徳利
とっくり 土瓶

どびん

水注
すいちゅう

板碑
いたび

茶釜
ちゃがま

急須
きゅうす

天目茶碗
てんもくぢゃわん

埼玉県マスコット「さいたまっち」

資料の取扱方法について
学習用キットには、埼玉県内の発掘調査で出土した本物の考古資料を使っています。

すべて貴重な文化財で、文化財保護法で「国民的財産」とされています。

正しい取扱方法で、主体的・対話的で深い学びと文化財愛護の心を届けてください。

取り出す前の準備

資料は両手を添えてそっと持ち上げてください

●障害物のない広い空間で作業してください。
●中身を取り出す前に、キャスターから箱を降ろします。
●箱は必ず両手で持ち、地面と並行に移動してください。
※キャスターは、１回に１台まで貸出できます。

●安定した場所に箱を置いてください。
●箱を開ける前に、資料を置く場所を用意してください。

●資料を取り出す前に、梱包材（綿など）を取り除きます。

ダメ！ゼッタイ！

×  横にしておく
×  片手で持ち上げる
×  細いところをつかむ
×  資料どうしをぶつける
×  複数人で同時に触れる

28
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１ お申し込み
貸し出しはお申し込みフォーム（事業団ホームページ内）から随時お申し込みいただけます。
※ご不明な点はお電話（0493-39-5346）にてお問い合わせください。

https://www.saimaibun.or.jp/kit.html

お申し込みフォーム

希望するキットにチェックを入れてください

貸し出しの流れ

https://www.saimaibun.or.jp/kit.html


埼玉県マスコット「コバトン」

30

２ 学習用キットの確認と取扱方法の説明
貸し出しは、直接ご来館ください。実際の学習用キットを確認し、取扱方法や注意点を説
明します。

３ 申込書（最終頁）を提出し、貸出しの手続き
使用目的と期間、所属団体名と担当者名をご記入いただきます。
貸出期間は、原則として２週間です。費用はかかりません。

４ 大切に運搬
必ず正位置で、安定した状態で運搬してください。

５ 授　業
先生方の腕の見せどころです。
本物の土器・石器・埴輪などを使って郷土の学習をより深めてください。
返却時に授業の様子や子供たちの反応を、ぜひお聞かせください。

６ 返却日時の連絡
事前に返却日時をご連絡ください。

７ 大切に運搬
必ず正位置で、安定した状態で運搬してください。

８ 返却手続き
申込者と職員で返却された学習用キット数と中身を確認します。



31

0493-39-5346

048-645-8171

https://www.saimaibun.or.jp

katsuyou@saimaibun.or.jp

ｍ410890@pref.saitama.lg.jp

https://saitama-rekimin.spec.ed.jp

電　話

電　話

住　所

住　所

ホームページ

メール

ホームページ

メール

お申し込み・お問い合わせ先

お申し込み・お問い合わせ先歴史と民俗の博物館
常備セット

公益財団法人 埼玉県埋蔵文化財調査事業団  資料活用部

埼玉県立 歴史と民俗の博物館  学習支援担当

受付時間：�午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
月曜日～金曜日（土・日・祝日・
年末年始は除きます）

受付時間：�午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
火曜日～金曜日（臨時休館日・年
末年始は除きます）

〒 369-0108　�埼玉県熊谷市船木台４丁目
４－１

〒 330-0803　�埼玉県さいたま市大宮区高鼻町
４－２１９（大宮公園内）

吹
上
駅

至
熊
谷

至
東
京

至
高
崎

JR
高
崎
線

至
大
宮

荒
川

関
越
自
動
車
道

IC東松山

武蔵丘陵
森林公園

コンビニ

工場

鎌塚

17

407

福
田

東
平

埼玉県
文化財収蔵施設

冑山
バス停

船木台
大境公園前

バス停

冑山

埼玉県文化財収蔵施設

Google map

Google map

東武アーバンパークライン（野田線）
「大宮公園駅」下車、徒歩５分

関越自動車道
東松山 IC から車 25 分

JR高崎線「吹上駅」下車、タクシー
10 分

国際十王バス「冑山」バス停下車、
徒歩 25 分

熊谷市ゆうゆうバスひまわり号
「船木台大境公園前」バス停下車、
徒歩 5分

https://www.saimaibun.or.jp
mailto:katsuyou%40saimaibun.or.jp?subject=
mailto:%EF%BD%8D410890%40pref.saitama.lg.jp?subject=
https://saitama-rekimin.spec.ed.jp


受付№　　

公益財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団理事長　様

住　所

学校名

氏　名

電　話

次のとおり学習用キットの利用を申し込みます

点　数

点　数

返却日

担当者確認欄

学習用キット利用申込書

利用目的

利用期間

キット番号

令和　　年　　月  　日

令和　 年　  月　　日　～　令和　 年　  月　　日

備　考キット名称

　令和　　年　　月　　日

体験セット 備　考
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